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一

般

質

問

一

般

質

問

が
新
た
に
増
え
た
。

　

要
支
援
2
は
、
チ
ェ
ッ
ク
リ

ス
ト
で
該
当
に
な
る
と
、
要
支

援
認
定
を
受
け
ず
に
状
態
に
合

っ
た
サ
ー
ビ
ス
が
早
期
に
利
用

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

2
．
2
割
負
担
は
認
定
者
472
名

の
う
ち
6.5
％
の
31
名
で
あ
る
。

3
．
該
当
施
設
、
こ
れ
は
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
、
介
護
老
人

保
健
施
設
、
介
護
療
養
型
医
療

施
設
の
3
つ
を
い
う
。

　

8
月
末
現
在
で
100
名
中
91
名

か
ら
負
担
軽
減
申
請
が
あ
り
、

80
名
の
方
に
軽
減
認
定
を
行
っ

た
。

4
．
昨
年
度
ま
で
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
要
支
援
認

定
者
約
50
名
の
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
を
し
て
い
た
が
、
現
在
で

は
、
3.6
倍
に
当
た
る
約
180
名
の

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。

奥
田
　
敏
治
　
議
員

こ
の
4
月
か
ら
大
き
く
変

わ
っ
た
介
護
保
険
事
業
の
内
容

と
、
介
護
予
防
の
拡
充
に
つ
い

て
次
の
点
を
問
う
。

1
．
要
支
援
1
・
2
の
方
の
、

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
や
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
は
従
来
と
ど
う
か
わ
っ
た
の

か
。

2
．
8
月
か
ら
2
割
負
担
に
な

っ
た
人
の
人
数
は
。

3
．
低
所
得
者
の
施
設
利
用
の

部
屋
代
や
食
費
の
負
担
は
。

4
．
新
規
事
業
の
介
護
予
防
に

つ
い
て
。

保
健
福
祉
課
長

1
．
要
支
援
1
・
2
の
方
は
、

以
前
と
変
わ
ら
ず
に
既
存
の
サ

ー
ビ
ス
を
利
用
し
て
い
る
が
変

更
点
は
2
つ
で
あ
る
。

　

要
支
援
1
は
、
自
立
支
援
を

目
指
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
と

し
て
、
訪
問
・
通
所
と
も
に
緩

和
し
た
基
準
の
身
体
介
護
を
伴

わ
な
い
サ
ー
ビ
ス
Ａ
と
、
住
民

主
体
に
よ
る
支
援
サ
ー
ビ
ス
Ｂ

問

外
・
手
術
中
・
祝
休
日
・
夜
間

な
ど
、
そ
の
時
々
の
状
況
変
化

に
よ
り
時
間
を
要
す
る
場
合
が

あ
る
。
よ
く
報
道
さ
れ
る
救
急

出
動
時
の
た
ら
い
回
し
と
い
う

よ
う
な
事
例
は
な
い
。

　

今
ま
で
佐
久
広
域
消
防
5
署

で
119
番
受
信
を
し
て
い
た
が
、

高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
開
設
に

伴
い
南
北
佐
久
地
区
全
て
の
119

番
通
報
の
一
括
受
信
が
可
能
と

な
り
、
現
在
14
名
の
職
員
が
24

時
間
体
制
で
対
応
し
て
い
る
。

　

今
後
の
課
題
は
、
携
帯
電
話

か
ら
の
通
報
時
に
場
所
の
特
定

時
間
を
極
力
少
な
く
し
、
短
時

間
で
の
事
情
聴
取
に
努
め
る
こ

と
で
あ
る
。

徳
吉
　
正
博
　
議
員

町
民
の
生
命
財
産
を
守
る

緊
急
119
番
。
町
内
に
お
け
る
緊

急
医
療
、
急
病
患
者
で
の
出
動

件
数
と
搬
送
人
員
数
は
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
佐
久
地

域
連
合
消
防
本
部
高
機
能
消
防

指
令
セ
ン
タ
ー
が
本
格
運
用
を

開
始
し
た
が
、
そ
れ
に
よ
る
効

果
と
課
題
は
。

総
務
課
長

　

当
町
に
お
け
る
救
急
医
療
機

関
は
町
内
で
は
御
代
田
中
央
記

念
病
院
が
指
定
と
な
っ
て
い
る
。

　

26
年
の
救
急
出
動
件
数
は
662

件
で
搬
送
人
員
数
は
631
名
、
ド

ク
タ
ー
ヘ
リ
対
応
事
案
6
件
で

あ
っ
た
。
近
年
の
救
急
搬
送
は

65
歳
以
上
の
方
が
多
く
、
60
％

以
上
を
占
め
て
い
る
。

　

救
急
搬
送
時
の
医
療
機
関
の

選
定
は
、
傷
病
者
の
状
態
・
専

門
的
治
療
の
必
要
性
・
三
次
的

医
療
機
関
へ
の
連
絡
等
に
よ
り

行
わ
れ
る
が
、
医
師
の
勤
務
状

況
・
ベ
ッ
ド
の
満
床
・
専
門

問

　

今
後
、
協
議
が
ス
ム
ー
ズ
に

進
む
よ
う
、
一
部
事
務
組
合
と

と
も
に
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ

れ
ま
で
の
協
議
の
中
で
面
替
区

は
施
設
か
ら
500
ｍ
以
内
と
い
う

極
め
て
近
い
位
置
の
集
落
た
め
、

要
望
は
一
市
三
町
も
し
く
は
組

合
で
対
応
す
る
と
決
定
さ
れ
て

い
る
。

　

豊
昇
区
要
望
の
「
焼
却
炉
の

耐
用
年
数
で
の
再
建
は
他
の
地

域
に
移
転
す
る
こ
と
」「
地
元

と
公
害
協
定
を
結
ぶ
こ
と
」
と

児
玉
区
の
「
工
事
車
両
等
の
通

行
に
よ
り
通
勤
・
通
学
・
耕
作

作
業
な
ど
日
常
生
活
に
支
障
を

き
た
さ
な
い
」
と
い
う
要
望
は

御
代
田
町
で
対
応
し
て
い
く
。

内
堀
　
恵
人
　
議
員

一
市
三
町
で
建
設
計
画
が

進
ん
で
い
る
。

　

建
設
計
画
の
中
で
は
、
27
年

10
月
1
日
に
造
成
工
事
が
始
ま

る
予
定
だ
が
、
そ
れ
ま
で
に
地

元
要
望
が
一
部
事
務
組
合
に
受

入
れ
ら
れ
、
地
元
か
ら
建
設
に

対
し
て
同
意
書
が
も
ら
え
る
か
。

町
民
課
長

　

町
は
面
替
区
か
ら
の
要
望
に

対
し
て
計
4
回
の
面
替
区
役
員

会
で
の
協
議
を
経
て
、
面
替
区

佐
久
市
ご
み
処
理
施
設
建
設
対

策
協
議
会
の
了
承
の
も
と
回
答

書
を
提
出
し
た
。

　

8
月
23
日
に
面
替
区
民
に
対

す
る
回
答
内
容
の
説
明
会
を
開

催
し
、
建
設
合
意
に
あ
た
る
地

区
協
定
の
締
結
に
向
け
て
協
議

を
進
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
9
月
2
日
に
は
地
区

協
定
に
関
す
る
面
替
区
役
員
会

が
開
催
さ
れ
、
区
の
対
策
協
議

会
に
は
か
る
協
定
書
の
原
案
作

成
を
進
め
て
い
る
。

問

� 介護予防の新規事業始める

介護保険の改定による変化は

い
く
。

　

地
域
創
生
先
行
型
交
付
金
活

用
で
、
交
流
施
設
が
開
所
で
き

る
状
況
に
な
っ
た
。
ク
ラ
イ
ン

ガ
ル
テ
ン
を
含
め
た
交
流
事
業

を
、
広
報
紙
な
ど
で
Ｐ
Ｒ
す
る
。

道
の
駅
は
関
係
団
体
で
検
討
委

員
会
を
設
置
し
て
、
必
要
性
、

場
所
、
規
模
、
運
営
方
法
な
ど

早
期
に
検
討
を
進
め
る
。

　

六
次
産
業
へ
の
取
り
組
み
は
、

地
方
創
生
総
合
戦
略
と
は
別
の

補
助
事
業
で
の
実
施
と
な
る
。

町
長

　

三
期
目
は
、
将
来
に
向
け
た

地
域
の
産
業
経
済
の
底
力
、
基

盤
を
つ
く
る
出
発
点
で
、
体
制

を
整
え
て
取
り
組
む
。

池
田
　
健
一
郎
　
議
員

4
次
振
興
計
画
は
、
27
年

度
を
も
っ
て
終
了
す
る
。
ど
の

様
な
産
業
振
興
の
政
策
が
実
施

さ
れ
て
来
た
の
か
を
問
う
。

一
、
競
争
力
の
あ
る
農
業
の
振

興
に
は
ど
の
様
な
策
を
講
じ
た

の
か
。

二
、
交
流
と
ふ
れ
合
い
の
郷
づ

く
り
に
つ
い
て
。

三
、
六
次
産
業
の
計
画
は
、
地

方
創
生
総
合
戦
略
に
組
み
込
ん

で
行
く
の
か
。

産
業
経
済
課
長

　

農
業
就
業
者
数
は
大
幅
に
減

少
し
て
い
る
が
、
平
成
20
年
度

に
比
べ
て
平
成
26
年
度
の
生
産

額
は
ほ
ぼ
同
額
の
27
億
3
千
万

円
を
維
持
し
て
い
る
。

　

農
地
の
保
全
と
有
効
活
用
を

図
る
た
め
利
用
集
積
事
業
は
、

ま
だ
進
ん
で
い
な
い
。
町
の
農

業
再
生
協
議
会
と
の
連
携
で
推

進
す
る
。
農
業
に
か
か
る
補
助

事
業
を
再
点
検
し
補
う
べ
き
町

単
独
事
業
が
あ
る
か
見
極
め
て

問

� 体制を整えて取り組む

町の産業地域振興政策の遂行と今後は

� 携帯電話からの事情聴取が課題

町の緊急医療について

� 地元の建設同意へ向けて協議している

新クリーンセンター建設の進捗状況は

新クリーンセンター建設予定地

高規格救急車

耕地整備が必要な農用地

はつらつ介護予防教室の様子


